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Hospitality
地域のホスピタリティを訪ねて

中山農園株式会社　　　　　　　　

中山　 正 （なかやま・ただし）

　最近、虫や鳥などをあまり見なくなったように感じま
せんか？私が養蜂を学んだ師匠も「山の花にやって来る
虫がすごく減った」と言っておりました。
　私たちの生活は他の生き物に支えられて生きていま
す。よく考えると当たり前の話ですが、それを忘れてわ
がままに生活しているな・・と反省します。
　「100年くらい前までは４年で１種の生物が絶滅して
いたのが、1975年以降は１年に４万種の生物が絶滅し
続けている。」（参照：国立環境研究所）という資料があり
ます。種が絶滅するというのは、例えばニホンザルが死
に絶える、オニヤンマが、フナが、死に絶えるというこ
とです。この現実を考えていくうちに、人間以外の生物
たちにも優しい生き方が出来たらいいな、と思うように
なりました。
　平成７年、まだ高校の生物の教員をしていた頃、教科
書に載っていた蜜蜂の言葉、「８の字ダンス」を生徒に見
せてみたいと思い、一群買ったのが私の第二の人生の始
まりでした。そのうち蜜蜂に興味が湧き、浜田で50年
間養蜂をされていた山本徹さんとも出会い、あれよあれ
よという間に養蜂をするようになっていました。多くの
方の助けをいただきながら、今では以前の教え子と一緒
に農園を営んでいます。
　「パーマカルチャー」という言葉をご存知でしょうか。
これはオーストラリアのビル・モリソンが提唱した「パー
マネント（長持ち）」と「カルチャー（文化）」を合わせた造
語で、地球で生物が生き続けられる文化を作ろう！とい
う運動です。私には、この考え方を念頭に置いた農業が
できたらいいな、という夢があります。人間の都合だけ
を考えるのではなく、他の生命体と共存しながら、地球
を元気なまま次の世代に渡していける小さな農業をして
いきたいのです。それを実践するためには高い技術や知
識も必要ですから、なかなか思うようにはいかないで
しょう。でも、夢を持って楽しく農業をしていくことは
非常に大切なことだと思っています。
　先日、友人が都会から遊びに来ました。「この秋初め

てススキを見た！」と言っていました。夜には虫の声も
聞こえます。イノシシも、クマもいます。確かに農業被
害に遭って困ってしまう面もありますが、浜田には田舎
ならではの素晴らしさが残っています。この環境の中で
沢山の命に感謝しながら、バランスのとれた小さな農業
をしていけたら、どんなに楽しいだろう！と思っています。
　皆さんにも、秋の夜長に耳をすまして虫の声を聞きな
がら、そんなことを感じて頂ければ嬉しいです。

浜田で農業！
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女王蜂

　10月18日（日）に浜田駅北医療フェスタ、学校祭を
開催しました。当日は、晴天にも恵まれ屋外、屋内イベ
ントへ大勢の方にご来場、ご参加いただき誠にありが
とうございました。各種体験コーナーや医療相談、写真
撮影等たくさんの思い出を作っていただけたことと思
います。
　来年も引き続き、フェスタを開催することとしてお
りますので、ぜひお越しください、心からお待ちいたし
ております。

たくさんのご来場、ありがとうございました! !

浜田駅北医療フェスタ2015
を開催しました。


